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掛目L

崎
氏
体
育
祭

開
か
れ
る

中
央
公
民
館
主
催
に
よ
る
第
二
十
五

回
町
民
体
育
祭
が
、
八
月
二
十
日
、
長

浜
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
主
会
場
に
聞

か
れ
、
約
六
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
体

力
守
つ
く
り
と
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
目
的

に
、
成
人
、
婦
人
、
お
年
寄
り
が
一
体

と
な
っ
て
参
加
し
て
地
域
の
連
帯
と
融

和
を
図
る
た
め
に
聞
か
れ
た
も
の
で
、

日
ご
ろ
鍛
え
た
技
を
競
い
な
が
ら
快
適

な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

ま
た
、
年
々
盛
ん
に
な
る
ク
ロ
ッ
ケ

ー
は
、
年
も
感
じ
さ
せ
な
い
お
年
寄
り

の
ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
l
に
、
こ
れ
か
ら
の

高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
の
健
康
守
つ
く
り

に
も
役
立
つ
も
の
と
確
信
し
ま
し
た
。

今
回
の
土
佐
入
賞
チ
l
ム
は
、
喜
多

郡
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
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冨恵理竪盈会一盟国醒言霊

農
業
基
盤
整
備
や

漁
港
建
設
費
な
ど

一
般
会
計
補
正

平
成
元
年
度
一
般
会
計
に
、
一
億
一
二

千
六
百
三
十
一
万
円
が
補
正
さ
れ
、
予

算
総
額
は
三
十
九
億
二
千
五
百
七
十
九

万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
補
正
さ
れ
た
予
算
の
お
も
な
使

い
道
は
次
の
通
り
。

一
総
務
費
一
財
産
管
理
費
と
し
て
、
長

浜
高
校
食
堂
の
移
転
補
償
工
事
費
ほ
か

七
百
七
十
五
万
問
千
円
。

一
農
林
水
産
業
費
一
県
単
土
地
改
良
工

事
請
負
費
ほ
か
ご
一
千
百
十
一
一
一
万
九
千
円
。

漁
港
建
設
費
と
し
て
沖
浦
及
び
青
島
漁

港
同
部
改
良
工
事
請
負
費
ほ
か
六
千
三

第2固定開会

2義
ぷ〉、
ヱス

長
浜
町
議
会
第
二
固
定
例
会
が
、
六

月
二
十
七
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
の
会

期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た
の
は
、

昭
和
六
十
三
年
度
長
浜
町
水
道
・
工
業

用
水
道
事
業
決
算
の
認
定
、
平
成
一

π年

度
長
浜
町
一
般
会
計
及
び
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
、
請
負
契
約
の
締
結
な
ど

議
案
七
件
。
長
浜
町
土
地
開
発
公
社
及

び
青
島
海
運
有
限
会
社
の
運
営
状
況
に

関
す
る
報
告
な
ど
議
会
報
告
案
件
四
件

で
、
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
遜
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

百
六
十
万
円
。

一
土
木
賃
一
県
単
が
け
崩
れ
防
災
事
業

費
と
し
て
、
水
場
地
区
が
け
崩
れ
防
災

事
業
に
係
る
工
事
請
負
費
ほ
か
六
百
三

十
万
円
。
町
道
新
設
改
良
費
と
し
て
、

町
道
大
平
線
改
良
工
事
請
負
費
ほ
か
-

A

千
五
百
万
円
。

請
負
工
事
二
件
を
本
認

青
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
新
築

工
事
は
、
間
千
-
一
卜
仁
万
二
千
円
で
矢

野
工
務
厄
と
、
豊
茂
地
区
簡
易
水
道
改

良
工
事
は
五
千
七
百
六
十
八
万
円
で
株

式
会
社
丙
旧
興
産
と
、
そ
れ
ぞ
れ
請
負

契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
c

今
回
の
議
会
で
は
、
中
野
茂
明
議
員
、

堤
正
和
議
員
、
久
保
義
章
議
員
の
三
人

が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

分
水
に
は
反
対

質
問
河
辺
川
ダ
ム
問
題
に
つ
い
て

(
中
野
茂
明
議
員
)
、
河
辺
川
ダ
ム
建
設

の
対
策
に
つ
い
て
(
久
保
義
章
議
員
)

答
弁
:
(
一
括
し
て
答
弁
)
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
、
長
浜
町
議
会
、
大
洲

市
議
会
で
も
「
分
水
に
応
じ
る
べ
き
で

は
な
い
己
「
分
水
を
目
的
と
し
た
ダ
ム

建
設
の
必
要
性
は
な
い
以
と
の
報
告
が

な
さ
れ
て
い
る
。

今
後
も
長
浜
町
民
の
意
思
を
反
映
し

つ
つ
、
ダ
ム
対
策
市
町
村
連
絡
協
議
会

並
び
に
同
特
別
委
員
会
協
議
会
を
母
体

と
し
て
、
進
む
べ
き
道
を
誤
ら
な
い
よ

う
に
す
る
事
が
我
々
の
使
命
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
c

健
全
財
政
を
堅
持

質
問
:
長
浜
町
の
昭
和
六
十
三
年
度

の
公
債
比
率
に
つ
い
て
(
中
野
茂
明
議

員
)答
弁
E

長
浜
町
の
昭
和
六
十
二
一
年
度

の
公
債
比
率
は
二
千
二
%
で
、
前
年
度

に
比
べ
て
0
・
仁
%
減
少
し
て
い
る
。

近
隣
の
市
町
村
で
は
、
犬
洲
市
が
一
四

・
0
%
、
内
子
町
が
八
・
八
%
、
肱
川

町
が
一
五
・
一
%
、
五
十
崎
町
が
一
五

‘
問
%
、
河
辺
村
が
一
一
-
二
一
%
と
な

っ
で
む
り
、
今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い

て
も
健
全
財
政
を
堅
持
し
て
い
く
。

最
小
限
の
負
担
で

お
願
い
し
て
い
る

質
問
・
:
水
道
料
金
の
見
直
し
に
つ
い

て
(
堤
正
和
議
員
)

答
弁
:
現
行
の
料
金
は
昭
和
六
十
三

年
三
月
に
議
決
を
頂
い
て
い
る
も
の
で

あ
り
、
水
源
が
近
い
か
ら
と
い
っ
て
も

そ
れ
だ
け
で
水
道
事
業
に
か
か
る
費
用

が
決
ま
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
当
町

の
給
水
面
積
に
む
け
る
給
水
戸
数
を
考

え
た
場
合
、
ぎ
り
ぎ
り
の
設
定
で
お
願

い
し
て
い
る
。
長
浜
町
の
水
道
料
金
が

日
本
一
高
い
と
一
言
わ
れ
る
が
、
吉
田
町

に
わ
い
て
は
基
本
料
金
が
二
千
円
を
超

え
で
わ
り
、
伊
方
町
に
お
い
て
も
当
町

と
同
ビ
、
ン
ス
テ
ム
で
あ
る
。
ま
た
、
各

町
に
お
い
て
は
加
入
金
制
度
を
取
っ
て

い
る
が
、
長
浜
町
で
は
取
っ
て
お
ら
ず

何
を
基
準
に
日
本
一
高
い
と
言
わ
れ
る

の
か
理
解
で
き
な
い
。
我
々
は
、
住
民

の
方
に
負
担
頂
く
も
の
を
最
小
限
に
わ

さ
え
る
よ
う
、
日
々
努
力
し
て
い
る
。

今
後
と
も
こ
の
姿
勢
を
変
え
る
つ
も
り

は
な
い
の
で
ご
理
解
願
い
た
い
。

意
義
の
あ
る

文
化
事
業
と
し
て

質
問
:
文
化
事
業
に
つ
い
て
(
堤
正

和
議
員
)

答
弁
・
・
ボ
ニ
|
ジ
ヤ

y
ク
ス
の
公
演

を
な
ぜ
町
が
主
催
す
る
の
か
に
つ
い
て

こ
の
事
業
は
、
文
化
事
業
の
一
環
と
し

て
話
し
合
い
の
中
で
取
り
組
む
合
意
が

な
さ
れ
、
町
と
し
て
も
意
義
あ
る
大
き

な
事
業
な
の
で
一
緒
に
な
っ
て
や
る
べ

き
で
あ
ろ
う
と
判
断
し
た
。
一
般
の
営

利
を
目
的
と
し
た
興
行
で
は
な
く
、
文

化
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
同

じ
目
的
で
活
動
さ
れ
て
い
る
方
々
と
共

に
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
か
ら
町

の
教
育
委
員
会
が
主
催
し
、
他
の
協
賛

団
体
と
一
体
と
な
っ
て
や
る
こ
と
に
な

っ
た
。
料
金
を
無
料
に
と
い
う
こ
と
に

つ
い
で
は
、
相
当
の
費
用
が
か
か
る
こ

と
も
あ
り
、
最
小
限
の
負
担
は
利
用
者

の
方
に
わ
願
い
し
た
い
。

公
平
公
正
に

選
挙
を
執
行

質
問
・
・
・
参
院
選
及
び
長
浜
町
議
会
議

員
選
挙
の
諸
問
題
に
つ
い
て
(
堤
正
和

議
員
)
答
弁
・
・
・
町
議
選
の
投
票
日
を
日
曜
日

に
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
は
、
新
長
浜
町
発
足
以
来
十
回
の
町

議
選
を
行
い
そ
の
内
九
回
は
平
日
に
行

っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
公
正
か
つ
円

滑
に
執
行
さ
れ
た
と
思
っ
て
い
る
。
ま

た
、
平
日
投
票
を
基
調
と
し
た
町
議
選

の
予
算
が
す
で
に
議
決
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
で
慎

重
に
審
議
決
定
し
た
い
。

選
挙
立
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
板

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
公
平
公
正
及
び

環
境
美
化
等
を
総
合
的
に
判
断
す
る
と

条
例
に
よ
る
設
置
制
定
が
望
ま
し
い
と

考
え
る
。
投
票
立
会
人
の
選
任
の
基
準

は
、
公
職
選
挙
法
に
基
づ
き
、
男
女
を

問
わ
ず
年
齢
層
も
幅
広
く
求
め
責
任
逐

行
の
で
き
る
良
識
者
を
選
任
し
て
い
る
。

投
票
所
か
ら
の
未
投
票
者
の
漏
洩
に
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つ
い
て
は
、
先
般
の
議
会
で
申
し
上
げ

た
通
り
で
あ
る
が
、
な
お
、
投
票
管
理

者
に
適
切
に
指
示
す
る
考
え
で
あ
る
。

専
決
処
分
は

必
要
な
も
の
だ
け
を

質
問
・
自
治
法
第
一
七
九
条
・
一
八

O
条
関
連
に
お
け
る
、
町
長
の
専
決
処

分
に
つ
い
て
(
久
保
義
章
議
員
)

答
弁
:
・
専
決
処
分
に
つ
い
て
は
少
な

い
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
と
考
え
る
。

し
か
し
、
地
方
債
、
譲
与
税
等
、
例
年

第
2
回
臨
時
会

長
浜
町
議
会
第
二
回
臨
時
会
が
七
月

十
八
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た
議
案
は
、

一
般
会
計
補
正
予
算
、
公
有
水
面
埋
立

て
用
途
の
変
更
、
請
負
契
約
の
変
更
の

三
議
案
で
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

戒
刑
小
学
校

校
舎
改
築
費

一
般
会
計
補
正
予
算

ム一品

平
成
元
年
度
一
般
会
計
に
、
一
千
九

百
三
十
七
万
一
千
円
が
補
正
さ
れ
、
予

算
総
額
は
三
十
九
億
四
千
五
百
十
七
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
補
正
さ
れ
た
お
も
な
使
い
道
は

次
の
通
り
。

(
教
育
費
)
戒
川
小
学
校
校
舎
増
改
築

に
伴
う
委
託
料
及
び
工
事
請
負
費
一
千

九
百
十
二
万
三
千
円
。

醐圏園田議

年
度
を
越
え
て
そ
の
決
定
が
な
さ
れ
る

も
の
も
あ
る
た
め
、
そ
の
確
定
を
待
っ

て
予
算
等
を
調
整
し
、
専
決
処
分
を
さ

せ
て
頂
い
て
い
る
。
今
後
も
専
決
処
分

は
必
要
最
小
限
で
行
う
考
え
で
あ
る
。

国
民
年
金

支
払
通
知
書
に

シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
ま
す

「
年
金
額
が
、
他
人
に
わ
か
ら
な
い

よ
う
に
し
て
欲
し
い
」
と
い
う
受
給
者

の
声
に
こ
た
え
、
支
払
通
知
書
、
振
込

通
知
書
の
年
金
額
記
載
部
分
に
シ

l
ル

を
貼
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

遺
族
・
障
害
年
金
が
十
月
支
払
分
か
ル

ら
、
そ
の
他
の
年
金
に
つ
い
て
は
、
来

年
の
二
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

社
会
保
険

出
張
相
談
の
お
知
ら
せ

松
山
西
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
毎

月
二
回
、
社
会
保
険
の
出
張
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。

厚
生
年
金
や
国
民
年
金
に
つ
い
て
相

談
さ
れ
た
い
方
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

{
日
時
一
十
月
十
一
日
(
午
前
十
時

1
午
後
五
時
)
マ
十
月
二
十
日
(
午
後

一
時

1
五
時
)

一
場
所
一
長
浜
町
商
工
会

戦
没
者
の
遺
族
の
方
へ

特
別
弔
感
金
を
支
給

支
給
の
目
的
一
昭
和
六
十
年
四
月

日
以
降
、
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等

の
受
給
権
を
有
し
て
い
た
方
が
失
権
し
、

現
に
固
か
ら
何
ら
の
処
遇
を
受
け
て
い

な
い
遺
族
が
相
当
数
に
の
ぼ
っ
て
い
る

こ
と
を
考
慮
し
、
固
と
し
て
弔
慰
の
意

を
表
す
た
め
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

一
支
給
の
方
法
}
特
別
弔
慰
金
は
、
戦

没
者
一
人
に
対
し
て
、
額
面
十
八
万
円

の
記
名
国
債
で
支
給
さ
れ
、
平
成
二
年

か
ら
平
成
七
年
ま
で
の
六
年
に
わ
た
っ

て
毎
年
三
万
円
ず
つ
償
還
さ
れ
ま
す
。

一
支
給
の
条
件
一
特
別
弔
慰
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
満
州
事
変
(
昭

和
六
年
九
月
十
八
日
)
以
後
の
戦
没
者

の
遺
族
の
う
ち
、
昭
和
六
十
年
四
月
一

日
か
ら
平
成
元
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
聞
に
、
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等

を
受
給
し
て
い
た
方
が
失
権
(
死
亡
婚

姻
等
)
し
た
場
合
で
す
。
た
だ
し
、
第

四
回
特
別
弔
慰
金
(
額
面
三
十
万
円
)

を
受
給
中
の
方
及
び
第
四
回
特
別
弔
慰

金
を
時
効
失
権
さ
れ
た
方
は
請
求
し
て

も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
下
さ
い
。

{
支
給
の
対
象
者
}
特
別
弔
慰
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
主
と
し

て
次
に
記
載
さ
れ
た
遺
族
の
う
ち
、
次

の
順
序
に
従
っ
て
最
も
順
位
が
先
の
方

一
人
に
限
り
ま
す
。
(
一
)
平
成
元
年

四
月
一
日
ま
で
に
弔
慰
金
(
遺
族
国
庫

債
権
)
を
受
け
た
方
(
二
)
戦
没
者
の

子
(
三
)
戦
没
者
と
生
計
を
共
に
し
て

い
た
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉

妹
(
婚
姻
、
養
子
縁
組
に
よ
り
平
成
元

年
四
月
一
日
に
氏
が
か
わ
っ
て
い
る
方

は
除
か
れ
ま
す
。
)
(
四
)
(
三
)
以

外
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉

妹
⑤
そ
の
他
の
三
親
等
内
の
親
族
(
戦

没
者
死
亡
ま
で
引
続
い
て
一
年
以
上
生
計

を
共
に
し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。
)

{
請
求
の
期
限
一
請
求
の
期
限
は
、
平

成
四
年
六
月
二
十
七
日
で
す
。
期
限
ま

で
に
請
求
し
ま
せ
ん
と
受
給
で
き
な
く

な
り
ま
す
か
ら
ご
注
意
下
さ
い
。

{
受
付
窓
口
一
役
場
住
民
課
が
受
付
窓

口
に
な
っ
て
い
ま
す
。
請
求
用
紙
は
受

付
窓
口
に
備
え
て
あ
り
ま
す
が
、
他
に

戸
籍
抄
本
等
も
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
役
場
住
民
課
(
宮
五
二
|

一
一
一
一
)
ま
た
は
愛
媛
県
県
民
福
祉

部
高
齢
者
福
祉
課
(
宮

O
八

九

九

四

一
一
一
一
一
一
代
表
内
線
二
五
三
五
)

ま
で
。法
守
る
心
が

築
く
よ
い
社
会

「
法
の
日
週
間
」
十
月
一
日

1
七
日

十
月
一
日
は
「
法
の
日
」
で
す
。
こ

の
「
法
の
日
」
は
国
を
挙
げ
て
法
を
尊

重
し
、
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
、
社
会

秩
序
の
確
立
の
精
神
を
高
め
る
た
め
の

日
と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
私
達
の

社
会
に
お
い
て
、
個
人
の
自
由
が
保
証

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
非
常
に
大
切

な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
自
分
の
自
由

を
認
め
さ
せ
る
と
同
時
に
、
相
手
の
白

由
も
認
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

し
て
わ
互
い
の
自
由
の
共
存
を
図
る
た

め
に
「
法
」
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
の

で
す
。
法
は
個
人
の
自
由
を
守
っ
て
く

れ
ま
す
。
ま
た
、
法
は
あ
ら
ゆ
る
暴
力

を
否
定
し
ま
す
。
法
を
守
り
、
人
権
を

尊
重
し
、
社
会
の
秩
序
を
守
る
こ
と
が

社
会
を
平
和
に
し
、
お
互
い
の
家
庭
生

活
を
豊
か
な
も
の
に
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
私
達
、
一
人
一
人
が
法
に
親
し

み
、
法
を
尊
重
し
、
お
互
い
の
権
利
を

守
り
、
明
る
い
社
会
を
築
く
よ
う
心
が

け
た
い
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
の
な
か
で

人
権
を
侵
さ
れ
た
り
裁
判
費
用
の
こ
と

で
お
困
り
の
方
は
、
む
近
く
の
人
権
擁

護
委
員
か
、
法
務
局
又
は
、
そ
の
支
局

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
当
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次

の
方
々
で
す
。
(
平
田
さ
ん
と
土
居
さ

ん
は
八
月
一
日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
)

長

浜

黒

田

進

(

愈

@
0
3
6
9
)

出
海
平
田
三
盛
(
宮
⑬
0
1
2
0
)

柴

土

居

孝

童

(

宮

⑭
0
0
0
2
)

電
話
で
無
料
相
談

行
政
書
士
一

一O
番

十
月
一
日
の
法
の
日
に
ち
な
ん
で
、

日
本
行
政
書
士
会
連
合
会
は
十
月
一
日

1
五
日
間
、
役
所
へ
提
出
す
る
書
類
の

作
成
や
、
許
認
可
の
手
続
き
等
に
つ
い

て
の
電
話
に
よ
る
無
料
相
談
、
行
政
書

士
「
一
一

O
番
」
を
開
設
し
ま
す
。

一
窓
口
一
愛
媛
県
行
政
書
士
会
(
宮

0
8
9
9
4
6
1
1
4
4
4
)
 

一
開
設
時
間
}
午
前
九
時

1
午
後
四
時

{
相
談
内
容
一
日
常
生
活
に
身
近
な
官

公
署
に
提
出
す
る
書
類
や
、
権
利
義
務

及
び
事
実
証
明
に
関
す
る
書
類
。

祝
日
に
は

国
旗
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
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土木費

680，686千円
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財政状況の公表
長浜町の財政事官の作成および公表に悶する条例

により昭和63午度の財政状況を公表Lます。

平成元年9月 長浜町長西田洋一

会計

資本的収入額が資本(1';，芝山額に
不足する額4:1， 308 H"l ;立、白百年度
分損説勘定留保官i;i;， 8可2io[í~円及
び当>1度分市益勘定留保資金35句 (1
27千円子補ごんした。

25，841千円

17，610千円

7可653千円

YI 

資本的収入額が白木的支illl額に
不足する額 6，564111 Ji立、前年度
分損主主勘定留保資全 2、川7T円及
TF111年度分煩益勘定悩j示資金 4‘5
"i HIで補てんした。

(元 i.3J現在)

会計下分 件数 現在額(千円)額l世帯(千当円り)1l 1人当(fり円額) 

般 どZZL之 ロi 166 5，107，191 1.362 439 

水道事業会計 24 1.695.090 452 146 

工業用水送事業会計 93.160 25 8 

簡易ノj¥.)益事業特別会計 22 408，480 109 35 

住宅新築資金等貸付事業特別会計 24 167，690 45 14 

臨海土地造成事業特別会計 19 7.385.000 1.970 635 

言十 266 14，856，611 3.963 1ず277

関R鱒藤保険
<11 ~ 予算額 961，993千円

ρ皆4年診収入済怒り56，903千円
#Z_7J予支出済額 843，308千!日

日一差 ヲI1U‘595千円
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額
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支
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時
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民

1
4魯母

国
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町
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「一一一謹湾施設事業

d 予算額 13.430千円
r-~ ~~^' ~ヲ

収入桶額 13，252子円

支出済額 13，252千円

差 引 0千円

「住宅新築資金等貸付事業
予算額 24，471千円

収入済額 24，469千円

支出済額 24.469千円

差 ~I 0子円

露覇易水道事業

l5て「 予算額 112，771千円

r11 収入済額 112，665千円
1 ~ 1" 支出済額 112.665千ドj

恥竺j差 引 O千円

老人保躍

GS事予算額 913，890千円
点島匂収入i綿 913，617千円

足ぷ:J..}，. 支出凶鋲 913，602千円
母ふJ 差引 15千I'J

臨海土地造成事業
ぷ引にで?予算額 2，026，805千円

11 11 JI 収入済額 2川26τ493千円
特持者t~漆支th済額 2 ， 026 可 493千円

九九笠通差 ヲI 0千円



4，346，060千円
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エミ工コ
86，749千円， 65.387千円

巴竺ソ巴5%~
使用料 認印王
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E
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地方交付税 l 町税 県支出金 町債

2穣 はこ
昭和63年
労働費

1，629千円
(0.0%) 

商工費

24， 
(0冒6%)

民生費
歳出

611，483千円

(14圃5%)

種 理リ 金額千円

一般財政調整基金 317，149 
国民健康保険財政調整基金 95，710 
土地開発基金 47，000 
その他特定目的基金 301，134 
日i 資 金 15，528 

計 776，521 
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制
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一
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物
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地
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一

種

の

一
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極
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建
公
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雑
そ

在現産財有丁』田山
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商
業
統
計
調
査

十
月
一
日
現
在
で
実
施

成
、
流
通
機
構
の
近
代
化
な
ど
の
施
策

を
進
め
る
う
え
で
の
重
要
な
基
礎
資
料

と
し
て
多
方
面
で
利
用
さ
れ
る
だ
け
で

な
く
個
々
の
商
広
が
経
営
指
針
を
作
成

す
る
際
に
も
役
伝
っ
て
い
ま
す
。
調
査

に
当
た
っ
て
は
、
都
道
府
県
知
事
か
ら

任
命
さ
れ
た
商
業
統
計
調
査
員
が
商
屈

を
直
接
訪
問
し
、
調
査
票
に
記
入
し
て

い
た
だ
い
て
回
収
す
る
と
い
う
方
法
で

行
い
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
、

統
計
法
に
よ
り
厳
重
に
秘
密
が
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
正
確
な
報
告
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
企

安
定
会
主
公
定
会
主
本
草
E
4
K
君
主
φ
主
主
会
主
公
定
祭
主
会
主
会
主
祭
惨
事
主
点
芸
会
主
F

ッ
ト
を
し
て
い
る
人
々
の
間
に
、
「
や
つ
で
半
分
が
入
れ
停
わ
る
と
さ
れ
て
い
ま

れ
」
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
必
要
な
た
ん
ぱ
く
質
を
と
ら
な
け

し
た
。
あ
る
人
が
、
市
販
の
ダ
イ
エ
ッ
れ
ば
筋
肉
が
十
分
に
で
き
ず
、
体
力
が

卜
に
関
す
る
本
を
も
と
に
栄
養
量
を
計
衰
え
て
き
ま
す
。
そ
の
う
え
、
細
菌
が

算
し
た
と
こ
ろ
、
千
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
以
侵
入
し
た
と
き
、
体
内
で
作
ら
れ
る
は

下
の
工
、
不
ル
ギ
l
し
か
な
い
よ
う
な
食
ず
の
抗
体
の
生
産
も
不
十
分
と
な
り
病

事
が
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
と
は
必
市
立
な
気
に
対
す
る
抵
抗
力
が
落
ち
て
き
ま
す
。

栄
養
素
、
特
に
た
ん
ぱ
く
質
が
不
足
し
さ
ら
に
ダ
イ
エ

y
卜
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
い
る
と
報
寝
顔
欝
寸
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1一
が
不
足
す
れ

1
て

い

ま

購

盤

た

ん

ぱ

く

賀

を

一

ば

、

糖

質

や

髄
響
議
醐
艦
前

7
j
r

円

相

長

一

脂

質

だ

け

で

ダ
イ
エ

y

額

融

翻

誠

ら

さ

な

い

よ

う

こ

一

な

く

、

た

ん

続
け
、
覇
議
銅
盤
、
叫

t

i

i

p

む
も
ぱ
く
質
も
エ

体
重
が
減
っ
麟
輯
鰭
離
陣
I
l
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
L

、
不
ル
ギ
l
源

た
と
士
喜
ん
で
い
る
と
、
実
は
皮
下
脂
肪
と
し
て
使
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ

で
は
な
く
、
筋
肉
が
ど
人
ど
ん
減
っ
て
で
な
く
て
も
不
十
分
な
た
ん
ぱ
く
質
が

し
ま
う
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
ま
す
ま
す
不
足
し
、
栄
養
失
調
に
も
な

つ
で
く
る
の
で
す
。

せ
ん
。病

気
に
対
す
る

抵
抗
力
が
落
ち
る

し
ょ主主
う肉
たに
んた
1;1'ん
く l王
立質く
重な質

iどを
は.iJt 
給
約す
f る
日並L

嗣
調
整
係
(
密
五
-
一
|
一
一
一
こ
ま
で
。

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

労
働
保
険
適
用
保
進
月
間

九
月
一
日

1
二
十
日
は
障
害
者
雇
用

促
進
月
間
、
十
月
一
日

1
二
十
日
は
高

年
齢
者
雇
用
促
進
月
間
で
す
。

雇
用
援
護
制
度
に
基
づ
き
、
事
業
、
王

並
び
に
障
害
者
、
高
年
齢
者
の
皆
さ
ん

の
雇
用
に
関
す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
お
気
軽
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

大
洲
公
共
職
業
安
定
所

会
φ
朱
す

R

必
要
な
栄
養
素
は

必
ず
と
ろ
う

ダ
イ
エ
ッ
ト
の
基
本
は
あ
く
ま
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
だ
け
を
減
ら
し
、
た
ん
ぱ
く
質

や
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
体
に
必

雇
用
促
進
月
間
一
一

障
害
者
@
高
年
齢
者

要
な
栄
養
素
は
、
絶
対
に
不
足
し
な

い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

体
重
を
急
激
に
減
ら
そ
う
と
思
っ

て
極
端
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
す
れ
ば
、

こ
の
基
本
が
守
ら
れ
な
く
な
る
と
い
駒

う
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、
応
せ
ら
胡

ず
、
急
が
ず
、
ゆ
っ
く
り
と
長
い
時
即

聞
を
か
け
て
体
重
を
減
ら
す
ダ
イ
エ
胡

y
ト
の
ほ
う
が
体
に
よ
い
の
で
す
。
一
町

ま
た
、
失
敗
し
な
い
で
す
む
と
い
う

も
の
で
す
。
飽
食
時
代
の
栄
養
失
調

な
ど
と
、
人
か
ら
か
ら
か
わ
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し

た
い
も
の
で
す
。

院

月 H 当直医院 電話番号

9/23 石村病院 52 ~ 0275 

9/24 清水医院 52 --2883 

10/ 1 米川医院 52 ~ 0165 

10/8 何回医院 52 ~ 0639 

10/10 菊地医院 52 ~ 0209 

10/15 門屋医院 52 ~ 0202 

[診療]救急患者の方のみ。

[受付]午前1O:00~午後5:00
※原則として往診は致しません。

医直山
耳

主3ト
ロ<'

月 日 土着 所 受付日寺問

10/12 長;兵町体育館 午後1:OO~ 1: 30 

[対象]昭和63年10月生まれ。平成元

年 2月・ 5月生まれ

健113 
Jし字L三A

日予

月 日 場 所 受付時間

10/11 長浜町体育館 午前7:00~9 ・ 00

10/12 長浜町体育館 午前7:00~9:00

[il荷考]胃子術者、妊婦を除く。
料金 900円

検団集胃
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てとて手ロヰ乎 すまたは
い期ほに里子来父。しがわ生
ま待しな球、親 た、 寺

す;しいつ選プは 。最と;h

元近りて
気はし関

川 J総融盤認盟加盟晒蝿車齢毛織二よ長てもなでも
父三言霊議欝欝欝欝麓韓議主義のかいな
11 唆蓮盤整事マミ噴韓璽隣家主びなるい
辛議濯歓 嚇欝蹴問診のかみこ
喜議長霊欝〉 紛で連覇轟議議議びのたろ
ぜ 努畿運霊友 3、湾建懸務室還要事とヤしミ

ん三ヲ盤義主一一J謡盤整1育ンね顔
ツで子譲議警警察 ベ祭事務幾重量つチ」だ
母行欝 ι?宅密;議でヤとけ
11 三三繁 棄さ挙ほつよみ
つ，~ 奪三し子くる
ぐ帯主 一:幣雪道いに言と
陵警護 i 習となわ「
さ竪欝 寸思つれこ
ん援協嘩 ヘれ いでまの
)昭和63年9月5日生まれまきし子

コンニチハ・青島の盆踊り圏直圃血盟国

…
…
表
札
・
郵
便
受
箱
緩

ん
J

設
置
運
動
実
施
中
一
一

表
札
や
郵
便
受
箱
は
、
郵
便
物
を
早

く
正
確
に
お
届
け
し
、
雨
や
風
か
ら
の

安
全
保
護
の
上
で
役
立
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
郵
便
受
箱
は
、
町
広
報
、
自
治

会
等
の
文
書
、
新
聞
、
電
気
・
ガ
ス
・

水
道
の
検
針
票
等
の
差
し
入
れ
に
も
広

く
利
用
さ
れ
て
お
り
、
生
活
必
需
品
と

も
い
え
る
も
の
で
す
。

こ
の
こ
と
を
理
解
し
て
項
き
、
表
札

並
び
に
郵
便
受
箱
の
設
置
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
郵
便
局
員
を
装
っ
た
表
札
等

の
訪
問
販
売
業
者
に
は
、
十
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

犬
は
つ
な
い
で
飼
っ
て

郵
便
を
配
達
す
る
時
、
放
し
飼
い
の

;J764ii;歳です

宮田藤平ちゃん(出海)

犬
が
い
た
り
、
つ
な
が
れ
て
い
て
も
ヒ

モ
が
長
い
た
め
郵
便
受
絡
に
近
づ
け
ず

配
達
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

犬
に
よ
る
郵
便
外
務
職
員
の
被
害
も

跡
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
安
全
に
郵
便
物
を

お
届
け
す
る
た
め
に
、
犬
の
管
理
に
は

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

犬
飼
い
の
七
訓

十
月
は
「
犬
の
危
害
防
止
対
策
推
進

月
間
」
で
す
。
次
の
犬
飼
い
の
七
訓
を

守
り
、
飼
い
犬
に
よ
る
事
故
を
防
止
し

ま
し
ょ
う
。

-
安
易
な
気
持
ち
で
飼
う
な

2

運
動
、
散
歩
は
ヒ
モ
つ
き
で

3

フ
ン
の
始
末
は
飼
い
主
の
責
任

4

あ
な
た
に
は
愛
犬
で
も
、
他
人
に

は
じ
ゃ
ま
も
の

5

か
わ
い
い
チ
犬
も
、
末
に
は
猛
犬

6

安
易
な
同
情
、
犬
害
の
も
と

7
子
供
に
も
、
犬
の
正
し
い
飼
い
方

教
育
を

E 
E雪
匝司

直

i
E長
浜
あ
り
そ
短
歌
会
リ

久
々
に
揚
が
り
し
開
閉
橋
も
や
に
汽
船

上
り
ぬ
筏
を
引
き
て

久

保

七

郎

八
十
路
を
ば
迎
へ
る
母
は
八
人
の
子
に

見
守
ら
れ
手
術
を
終
へ
ぬ

鎌

田

文

香

庭
隅
に
採
り
し
梅
の
実
七
キ
ロ
を
子
に

も
分
け
む
と
漬
け
込
み
終
へ
り
片
岡
千
代
子

今
日
一
日
義
な
く
す
ぎ
ぬ
変
り
な
き
明

日
を
信
じ
て

垣

見

苓

枝

弟
の
心
を
こ
め
て
培
ひ
し
百
合
の
香
り

に
病
む
部
屋
明
る
し

岸

本

純

子

常
日
頃
笑
顔
た
や
さ
ぬ
君
に
し
て
逝
去

き
に
し
み
顔
そ
の
ま
ま
か
な
し
久

保

美

江

熱
引
き
し
夫
は
面
は
和
ら
ぎ
て
わ
が
待

っ
き
し
み
を
旨
し
と
食
ぷ
る永
井
み
う
き

濯
ぎ
物
干
す
ベ
ラ
ン
ダ
に
深
呼
吸
す
れ

ば
河
口
よ
り
潮
の
香
り
す
東

は

な

子

夜
の
一
更
け
に
ベ
ル
の
鳴
り
ゐ
て
ふ
と
目

覚
め
息
を
と
と
の
へ
手
に
取
る
受
話
器

矢

野

清

孫
の
守
り
し
て
一
戻
り
た
る
日
の
タ
ベ
ふ

と
に
ほ
ひ
来
ぬ
乳
の
う
つ
り
香
山
下
ヨ
ネ
子

訪
へ
ば
花
咲
く
庭
に
い
ざ
な
ひ
て
笑
ま

し
語
り
し
君
は
今
亡
し

山
口
美
千
子

青

島
の

月
に
む
ら
雲
花
に
は
嵐

と
か
く
浮
世
は
仕
掛
け
た
花
火

武
士
の
華
よ
と
賞
め
讃
わ
れ
る

話
多
け
ど
元
禄
の
世
に

四
十
七
士
が
心
を
合
わ
せ

亡
君
の
御
無
念
晴
ら
さ
ん
も
の

と
な
め
る
辛
苦
も
二
年
近
く

耐
え
て
忍
ん
で
本
懐
遂
げ
る

赤
穂
義
士
こ
そ
武
門
の
誉
れ
・
:

毎
年
八
月
十
四
日
、
青
島
(
沖
の

水
無
瀬
島
)
に
臼
が
暮
れ
か
〉
る
と
、

網
を
張
り
め
ぐ
ら
し
、
や
ぐ
ら
が
こ

し
ら
え
ら
れ
て
い
る
船
着
場
に
、
電

灯
が
あ
か
/
¥
と
と
も
さ
れ
て
、
新

し
い
亡
者
の
た
め
の
供
養
踊
り
が
始

ま
る
。
忠
臣
蔵
の
口
説
き
が
、
太
鼓
に
あ

わ
せ
て
始
ま
る
と
、
大
石
良
雄
以
下

回
十
七
士
の
め
ん
/
¥
が
、
討
入
り

の
日
の
い
で
た
ち
で
、
名
前
を
染
め

ぬ
い
た
ハ
ッ
ピ
を
着
て
、
万
・
槍
を

た
ず
さ
え
て
出
て
く
る
。

苦
労
重
ね
て
元
禄
十
五

月
も
極
月
半
ば
の
十
四

雪
は
降
り
つ
れ
U

夜
七
ッ
刻

怨
晴
ら
す
日
松
坂
町
の

吉
良
の
邸
へ
討
入
れ
り

表
門
よ
り
大
石
良
雄

原
に
堀
部
や
間
瀬
村
松
と

矢
頭
神
崎
大
高
奥
田

間
横
川
武
林
ら
の

盆

踊
h
y

二
十
三
一
名
雪
蹴
り
進
む

裏
の
門
よ
り
大
石
主
税

吉
田
小
野
寺
不
破
赤
垣
の

二
十
四
人
が
討
入
な
さ
る
-
E

青
島
を
囲
む
伊
予
灘
に
ひ
び
い
て

消
え
て
行
く
太
鼓
の
音
と
口
説
き
に

合
わ
せ
て
「
亡
者
蹄
」
の
忠
臣
蔵
は
、

円
陣
に
ゆ
る
り
、
ゆ
る
り
と
果
て
る

こ
と
な
く
続
い
て
行
く

鳴
る
や
呼
子
の
笛
高
ら
か
に

討
つ
身
討
た
れ
る
輪
廻
は
巡
る

威
儀
を
正
し
て
大
石
良
雄

吉
良
殿
み
し
る
し
項
戴
い
た
し

亡
君
の
御
無
念
お
晴
し
申
す

覚
悟
百
さ
れ
と
本
懐
と
げ
る

実
に
も
目
出
た
き
次
第
な
り

悲
願
果
し
て
泉
岳
寺
へ
と

四
十
七
士
の
行
く
足
音
は

永
遠
に
消
え
ず
に
忠
臣
蔵
と

語
り
継
げ
よ
と
鐘
が
鳴
る
よ
さ

寛
永
十
六
年
(
一
六
三
九
)
赤
城

与
七
郎
が
、
一
族
十
六
軒
を
率
い
て

移
り
住
ん
で
以
来
、
今
年
で
三
百
五

十
年
。播
州
赤
穂
の
坂
越
浦
を
し
の
び
な

が
ら
踊
り
、
満
ち
て
く
る
潮
と
共
に

最
高
潮
に
達
す
る
。

八
月
十
五
日
は
「
大
漁
踊
り
」
で
、

昔
は
、
夜
通
し
踊
っ
て
い
た
と
い
う
。

(
長
浜
文
化
協
会
会
長
久
保
七
郎
)
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表
彰
本
3ド

が
は
や
ι

和
の
祭
典

各
賞
の
発
表

砂

σ〉
彫

刻

開
幽
閤
関
関
酬
附
図
{
町
長
一
賀
}
大
和

の
由
唱
而
人
(
大
和
小
学
校
~
一
実
行
委

員
会
長
白
一
し
む

C
K
Y
C
A
T
(
長

浜
中
学
校
)
{
愛
媛
新
両
社
賞
一
ド
ラ

え
も
ん
(
喜
多
灘
小
学
桁
一
一
一
N
H
K

松
山
放
送
局
長
賞
一
顔
「
長
浜
小
リ
fr
校
)

一
南
海
放
送
賞
一
食
い
し
ん
坊
の
ラ
イ

オ
ン
ち
ゃ
ん
(
山
川
均
小
学
校
)
{
テ
レ

ビ
愛
媛
賞
一
般
道
(
柴
小
学
校
)
ん
ク

リ
ー
ン
肱
川
賞
(
建
設
肖
)
}
我
が
輩

は
捕
な
り
(
櫛
生
小
学
校
一

隠
調
関
臣
阻
闘
関
騨
一
町
長
一
賞
一
変

わ
ら
帽
子
の
女
心
子
(
清
ホ
)
献
去
年
長

浜
一
一
実
行
委
異
会
長
賞
}
母
子
(
野

本
和
則
・
松
山
市
)
一
愛
嬢
新
聞
社
賞
一

砂
の
友
一
末
広
会

)
{
N
H
K
松
山
放

送
局
長
賞
}
円
空
仏
長
浜
青
果
農
業

協
同
組
合
)
{
南
海
放
送
賞
一
ガ
ッ

y

長
浜
一
長
浜
高
等
学
校
)
一
一
ア
レ
ビ
愛

媛
山
町
民
}
ウ
ル
ト
一
「
ノ
マ
J

(

長
浜
町
役
場

膏
午
部
)
{
ク
リ

i
ン
肱
川
賞
(
建
設

省
)
]
中
る
気
地
蔵
(
大
洲
一
口
両
校
飯

析
・
矢
野
)

圃画E 盟国表彰 e 募集

ス
カ
イ
サ
!
キ
ッ
ト
関

一
第
一
位
}
和
田
武
勝
(
重
一
七
民
一
一
第

二
位
}
進
藤
将
生
ヘ
伊
予
三
島
市
)
一
第

三
位
一
局
じ
ゃ
健
一
(
香
川
県
)
{
第
四

位
一
船
越
章
区
(
保
内
町
)
{
第
五
位
}

杉
尾
釈
(
伊
チ
一
一
島
市
)
{
第
六
位
}

上
甲
弘
司
一
f
L
人
洲
市
)

と
二
回
駆
長
誤
大
会

{
第
一
位
一
同
同
行
平
~
沖
浦
)
{
第

二
位
一
山
崎
義
郎
一
長
浜
)
一
第
一
一
一
位
一

島
山
正
光
(
長
爪
)
{
第
四
位
}
森
下

栄
治
(
下
須
戒
)
一
一
第
五
位
一
反
沢
尚

治
(
仁
久
)

主守

大

A 
-zs: 

歯

磨

響

品

一

優

勝

}

里

川

正
法
(
怯
山
市
)
{
準
信
勝
一
城
一
ド
晃

(
豊
茂
)
{
三
位
}
馬
明
裕
弓
(
一
押
浦
)

一
四
位
一
城
パ
川
口
(
豊
茂
」
{
五
位
一

一
人
円
ハ
重
徳
一
一
長
浜
)

届
醐
醐
開
園
一
優
勝
}
菊
地
一
声
(
沖

浦
)
{
準
直
際
一
和
市
久
(
五
十
崎
町
)

一
三
位
一
池
田
利
行
(
大
洲
市
)
{
四

位
一
矢
駅
上
唯
男
(
長
J

山
)
一
五
位
}

一人
n
U
誠
二
(
長
浜
J

黒

ん

坊

大

舎

一
一
位
一
久
山
剛
史

(
h
n

滝
)
一
二
位
一

谷
川
重
徳
一
長
浜
)
吉
一
位
一
日
山
佳

祐
(
久
万
町
」
一
四
位
)
岸
嘉
織
(
大

洲
市
)
一
五
位
}
松
川
礼
子
(
大
洲
市
J

F晶『

玉

tAい

き

一
特
等
一
岡
志
喜
/
寸
(
沖
裕
一
二
等
一

藤
本
友
恵
(
沖
浦
)
マ
桑
田
利
則
ん
松

山
市
~
マ
石
井
達
己
(
松
山
市
)
{
二

等
}
マ
古
向
坂
新
一
松
山
市
~
一
マ
船
津
治
(
長

浜
)
マ
清
ふ
芳
江
(
長
浜
)
マ
久
保
哲

也
一
松
山
市
)
マ
崎
岡
誠
市
一
、
け
滝
)

量
一
組
揮
影

推
薦
一
羽
倉
太
一
応
前
町
)
{
特
選

村
氏
一
郎
茂
(
松
山
市
)
マ
久
保
正
土
ワ
マ
上

老
松
)
{
準
特
選
一
井
上
雄
一
一
(
大
洲

市
~
h
v
河
刊
守
ヘ
中
山
町
)
マ
山
本
文

朗
(
長
浜
一
一

V
大
本
間
裕
(
豊
茂
)
マ

車
問
芳
弘
(
出
海
)
{
佳
作
一
武
内
真

也
(
長
浜
)
「

2
点
一
一
、
武
井
寛
喜
一
松

山
市
一
マ
本
山
徳
太
郎
(
八
幡
浜
市
)

羽
倉
太
(
松
前
町
~
マ
久
保
正
吉
(
上

老
松
)
「
2
点
」
マ
河
旧
守
一
一
中
山
町
)

井
上
雄
次

L
八
洲
市
)
マ
山
本
文
朗
(
長

浜
)

一
羽
倉
さ
ん
の
作
品
}

親
子
か
わ
ら
版
で

白
掩
が
最
優
秀
に

松
山
市
で
開
か
れ
た
と
も
し
び
司
親

ケ
号
ブ
研
修
大
会
の
席
上
、
出
海
保
育

所
は
優
良
と
も
し
び
母
親
ク
ラ
ブ
と
し

て
、
白
滝
深
育
所
は
親
子
か
わ
ら
版
コ

ン
ク
ー
ル
最
優
秀
と
し
て
、
豊
茂
・
櫛

生
保
育
所
は
同
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
清
家
小
代
子
愛
媛
県
と

も
し
び
母
親
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
長
か

さ
れ
ま
し
た
。

高
橋
美
津
子
さ
ん

青
少
年
健
全
育
成
功
結

長
浜
の
高
橋
美
津
子
さ
ん
は
、
膏
少

年
補
導
委
員
と
し
て
、
非
行
防
止
と
青

少
年
の
健
全
育
成
に
功
績
が
あ
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
松
山
市
?
行
わ
れ
た
少
年

補
導
委
員
連
絡
協
議
会
総
会
の
席
上
、

佐
藤
弘
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

長
浜
中
学
校
が

雨
量
観
測
で
表
彰

長
浜
中
学
校
(
酒
介
武
治
校
長
)
は
、

肱
川
水
系
長
浜
雨
量
観
測
所
の
観
測
に

永
年
従
事
し
、
そ
の
業
務
に
功
績
が
あ

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
佐
藤
清
建
設
省
四

国
地
方
建
設
局
長
か
ら
賞
状
と
記
念
日
聞

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

二
十
一
世
紅
担
う
若
人

君
の
手
で

警
察
官
募
集

愛
媛
県
磐
察
で
は
、
次
の
と
お
り
警

察
官
(
高
卒
程
度
)
の
募
集
を
行
っ
て

い
ま
す
。

一
受
付
期
間
一
九
月
十
八
日
か
ら
卜
月

十
三
日
ま
で

一
受
験
資
格
一
昭
和
二
一
十
七
年
四
月
一
一

U
か
ら
昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
男
子

{
採
用
予
定
人
員
}
十
人
程
度

一
第
一
次
鼠
験
日
一
十
月
一
一
十
二
日

一
第
一
次
誌
験
場
}
松
山
東
響
察
署
、

新
居
浜
世
田
察
署
、
宇
和
島
警
察
署

詳
し
く
は
、
大
川
警
察
署
(
位

2

4

2
1
7
5
)
ま
で
。

私
の
ま
ち

手
真
コ
ン
テ
ス
ト

愛
媛
県
で
は
、
毎
年
六
月
に
開
催
さ

れ
る
「
ま
ち
づ
〈
り
月
間
運
動
」
の
一

環
ど
し
て
、
ま
ち
ゃ
つ
く
り
月
間
実
行
委

員
会
の
主
催
に
よ
る
「
第
七
同
私
の
ま

ち
写
真
コ
ン
テ
ス

l
」
や
一
次
の
要
領
で

実
施
し
ま
す
。

一
サ
イ
ズ
一
白
黒
、
カ
ラ

l
プ
リ
ン
ト

(
ス
ラ
イ
ド
、
組
写
莫
を
除
く
)
で
サ

ー
ビ
ス
版
以
上
か
ら
四
つ
切
り
ま
で
。

一
応
募
上
の
注
意
一
一
人
何
点
で
も
応

募
刊
マ
未
発
表
ま
た
は
他
に
応
募
し
て

リ
な
い
作
品
に
限
り
ま
す
マ
応
募
作
品

は
返
却
し
ま
せ
ん
マ
作
品
の
裏
に
は
、

題
名
、
撮
影
場
所
「
国
内
に
限
る
)
、
撮

影
年
月
日
、
作
品
の
意
図
(
必
要
な
場

合
)
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
(
電
話
番
号
)
、

職
業
(
主
婦
色
合
む
、
学
生
め
場
合
は

学
校
名
、
学
年
)
、
応
募
部
門
ご
般
の

部
、
学
生
の
部
(
高
校
生
以
下
)
〕
を

必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
マ
入
選
作
口
聞

の
版
権
及
び
著
作
権
は
、
ま
ち
守
つ
く
り

月
間
実
行
委
員
会
に
帰
属
し
ま
す
。

一
応
募
締
切
一
平
成
一
冗
年
十
」
一
月
末
日

(
当
日
消
印
有
効
)

一
発
表
一
平
成
二
年
六
月
(
選
考
結
果

は
、
入
選
者
に
直
接
通
知
し
ま
す
二

一
送
り
先
}
〒
川
東
京
都
文
京
氏
本
郷

一
一
丁
目
十
七
番
十
三
号
広
和
レ
ジ
デ
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ン
ス
(
社
)
日
本
交
通
計
画
協
会
内

第
七
回
「
私
の
ま
ち
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」

事
務
局
(
宮
山

8
1
6
1
7
9
1
)

ま
で
。

(有1岸本印刷

寄
付
採
納

印刷

何世帯片戸市勾子弓ミ十 0 図世。

盟副晒蝿離国酒田園帽闘抑留錫締甥置4フ附長書界愛
芸皇自主三磐撃議霊撃響額;:主号館主智
食に 、年五揚l.IÐI2揚揚像聴鍛勧銀抱描画館高舗も仰j のへ字1.~-

住ょ各三千 {立大。全津
つ種田八{上{ 一 一一.0:図田 集島

、応 .~ーι x 書恒 (市
事支当合円 二募陸@海@空 l'安守 会定

卜資 .-~ - ，¥， 、C 央

宿さ職四期一五格品畠____ :¥， 0 ん 十野
舎れ務 L 末宇刀歳 ':'::'d搾盟問倫;(< 巻猶
費まや Z号、任未十嵐昌也持鮮とム(， 推 )栄
がす勤空勤給満八百量購， KlJ '¥， 理 をさ

f o務月勉( 歳 ..  覇記i 義 昭4
条主子十 1.')-噛捕時軸 '1.

。
財
団
法
人
愛
媛
棋
道
協
会
(
宮
武
隆

会
長
)
:
-
碁
盤
、
碁
石
、
碁
笥
各
二
組

を
長
浜
町
教
育
委
員
会
へ
。

。
豊
茂
の
平
井
L
A

源
さ
ん
:
生
命
の
賓

相
(
全
四
十
巻
)
を
町
立
図
畳
一
日
館
ヘ
。

O
長
浜
の
堤
仁
一
一
一
さ
ん
:
・
栗
良
平
作
品

集
を
町
立
図
書
館
へ
。

O
長
浜
の
徳
山
亀
千
男
さ
ん
・
現
代
H

本
建
築
家
全
集
三
し
一

Jr-
一
巻
)
を
町

ケ
図
書
館
へ
。

の
他
、
被
航
等
も
す
べ
て
無
料
ポ
支

給
ま
た
は
貸
与
さ
れ
ま
ナ
o

一
そ
の
他
}
任
期
制
隊
員
に
一
つ
い
て

は
、
特
別
退
職
手
中
!
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

一
任
期
二
一
年
・
陸
上
)
満
了
時

一
百
円
(
四
十
三
万
七
千
円
)
一
任

期
(
三
年
・
海

t
、
航
空
)
満
了
時

・
6
五
十

B
分
(
六
十
八
万
一
-
千
円
)

そ
の
後
の
任
期
(
二
年
)
毎
に
、

二
百
日
分
|
七
十
立
日
分

詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
ま
た
は

自
衛
隊
愛
媛
地
方
連
絡
部
(
智
弘

4
1
2
3
)
ま
で
。

。
一
長
浜
の
辻
千
代
子
さ
ん
・
:
起
斉
波
堤

脂
厚
計
、
デ
ジ
タ
ル
塩
分
計
を
長
浜
町

へ。。
一
応
長
浜
郵
便
局
長
有
友
重
蔵
さ
ん
・
:

小
説
他
四
十
一
-
冊
を
町
立
図
書
館
へ
。

O
出
誕
の
河
井
八
十
一
さ
ん
・
:
ア
ン
パ

ン
マ
ン
絵
本
十
二
冊
を
出
海
保
育
所
へ
。

O
長
浜
の
津
弁
サ
ナ
ミ
さ
ん
:
小
説
十

冊
を
町
立
図
書
鯨
へ
の

C
F須
戒
の
安
部
一
さ
ん
:
・
小
説
他
二

一
山
一
一
十
冊
を
町
立
図
書
館
へ
。

ゆっ l露

お
誕
生
お

で
と
う
H

住

所

長

浜

長

浜

黒

田
長

浜
仁

久

良

川
沖

浦

下
須
戒

7
月
届
出
分
一
へ
紋
休
略
)

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

船

津

治

長

女

有

沙

高

崎

基

近

長

男

公

祐

小

丙

徽

長

男

克

門
田
広
志
一
一
女
紗
央
里

山

下

修

一

長

男

作

平

宵

ド

喜

之

夫

二

女

友

里

福

岡

長

昭

二

男

友

成

上

野

栄

司

長

男

真

司

お
く
や
み

平成元年91110日発布

7
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

柴

鎌

田

要

三

二

パ

二

)

仁

久

矢

肝

チ

ト

セ

(

五

五

)

7
月
め
ト
y

プ

は

柴

山

城

シ

ゲ

コ

(

八

七

)

笹
本
浩
治
佳
代
さ
ん
の
カ
y

プ

ル

櫛

生

消

弁

怯

美

(

九

八

)

住

所

氏

名

婚

姻

時

年

齢

青

島

宮

内

勇

次

郎

(

七

四

)

ヘ

大

洲

市

笹

本

市

治

(

二

九

)

長

浜

深

井

義

盛

(

九

り

)

/

沖

浦

笹

本

住

代

(

一

一

川

J

長

浜

峰

正

久

(

七

一

パ

一

へ

白

滝

児

玉

善

広

三

二

白

滝

本

林

吉

r

T

(

八
二
)

/
沖
浦
稲
阿
美
智
子
(
二
一

O
)

上

老

松

神

山

武

二

ハ

丘

)

ヘ

出

海

参

河

克

也

二

三

一

)

長

浜

古

山

正

利

「

じ

四

)

/

今

防

賀

栄

悦

子

(
7

今
六
)
豊
茂
坂
井
、
ン
ズ
ゴ
一
一
一
七
八
)

L
F
i
F
b
f
v
l
v「リ
y
b
t
F
L
F
u
t
v
L
F
b
r
b「
Y
L
F
b
f
ν
J
U
f
u
w
(
w
r
u
y
L
F
L
F‘
v
i
F
i
v
i
F
h
w
f
v
f
y
u
t
y
h
p
b
y
L
F
L
Y
L
F
L
V
l
y
b
J
Y
M
w
a
v
y
-
w
y
k
u
w
L
F
U
F
L
F
L
V「
uf-w仁
wfuvy--fyhriuy

経済大国日本の誕生は国民

のf干とt戻の日易ものでトある。 し

かし対外的な経済摩擦は深刻

化 L、牛肉・オレンジ、の白由

化は農業の経営を圧迫し、圏

内は消費税・リクル←ト事件

で、大揺れしj肖費税廃止論や原

子力発電廃止まひ飛び出した。

加えど青少年の非行問題は深

刻で家庭暴力・登校H>:否・暴

力・売春・窃盗・万引・薬物j

使用等々目を覆いたくなるわ

この時子交は夏休みを迎え、

家庭生相はゴミュニケーショ

ンを深める好機である。家庭

をどう思うのかチ女の凶答l土

「家族がバラバラー父母が厳

しい-対話がない・勉強勉強

言いすぎる・兄引や友人と比

車交するーよいキ135*干日二子になっ
てくれない」等。これでは信

頼される父母や家庭に{主ほど

返しミ O 子女の立場になってや

り共に活り共に笑い協力し台

つで働き、視は後姿で導き来

たる21世紀を背負う子女を作

って欲しい O 勿論学校近隣・

地域社会が愛情という析で枯

:まれ、旧の七夕・主主"海の祭

典・盆踊り等小学校単位で子

久育成を企画し、地域ぐるみ

で fイ共を守り明るく楽しく豊

かで希望の湧く住みよけ町作

りを町長一体となり実浅しょ

70 

平成元年9月号広報なかはま

お

匡

宅

買

い

回

路

仰

は

官

訓

司

一

田

町

劃

滋

八
月
の
五
日
、
六
日
と
一
今
日
間
に
わ

と
っ
て
開
か
れ
た
悔
の
祭
典
」
も
、

犬
盛
況
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
参
加
し
て
項
い
た
皆
さ
ん
、

取
材
に
協
力
し
て
一
引
い
た
々
々
、
あ

り
が
と
う
二
ざ
い
ま
し
た
。
人
だ
か
り

を
見
つ
け
る
と
無
理
や
り
割
り
込
ん
戸
で

一
番
前
に
行
き
、
な
ん
だ
か
ん
だ
と
出

文
を
つ
ー
で
写
真
を
撮
っ
て
い
た
の
は

私
で
す
。
本
山
町
1

に
ζ

協
力
す
・
)
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
、
だ
ん
だ
ん
と

ず
う
ず
う
し
く
な
っ
で
き
て
い
る
こ
と

は
本
人
も
自
覚
し
、
十
分
気
を
つ
け
て

お
り
ま
す
の
で
、
今
後
、
他
の
イ
ベ
ン

ト
丹
、
む
会
い
し
で
も
係
わ
な
い
で
く
だ

さ
い
し
む
願
い
し
ま
す
。
(
こ
)

訂
正
i
本
紙
七
・
八
月
号
冗
べ

l
J
/

の
一
歳
で
す
コ
ン
ニ
チ
ハ
の
欄
中
、
山

下
智
世
ち
ゃ
ん
一
一
長
浜
)
は
(
櫛
生
)

の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
む
わ
び
し

宇
で
す
c

数

人口をふやしましょう

8月1[-P見布 前々 月との比較

11，647人

人 r1 (男 5.479人)(増j成なし)
女 6，1出入

世帯数 :.j.759世帯 5世帯減

廿
岡
山世口人


